
健康相談日健康相談日

休日在宅当番医のご案内休日在宅当番医のご案内

平成7年6月1日～平成19年4月1日生まれの方へ

日本脳炎の予防接種期間が緩和されました！

★ 朝ごはんを食べよう！
★ タバコの害をなくそう！

今月の
問 健康増進課　☎75－3355
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「水分補給」と「暑さを避けること」が大切です！
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自力で水を飲めない、意識
がない場合は、直ちに救急
車を要請しましょう！

予防法

熱中症になった時は

＜水分・塩分補給＞

・こまめな水分・塩分の補給
※高齢者や障害のある方は、のど
　の渇きを感じなくてもこまめに
　水分補給が必要です。

＜体調に合わせた取り組み＞

1.　涼しい場所へ避難させる
2.　衣服を脱がせ、身体を冷やす
3.　水分・塩分を補給する

・こまめな体温測定
・通気性が良く、吸湿・速乾の衣
　類着用
・保冷剤、氷、冷たいタオルなど
　による体の冷却

＜熱中症になりにくい室内環境＞

・扇風機やエアコンを使った温度調整
・室温が上がりにくい環境の確保
　（換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水
　など）
・こまめな室温確認
　無理をしてエアコンを使わないと、　
　体調を崩すことがあります。

＜外出時の準備＞

・日傘や帽子の着用
・日陰の利用、こまめな休息
・通気性が良く、
　吸湿・速乾の衣類着用

食中毒にご注意を !!

　これから気温の上昇や湿度が高く
なることで、食中毒の原因となる菌
が増殖しやすい環境となります。予
防の一つとして、手を洗うことが重
要です。調理の前はもちろん、生も
のに触った後、食事の前、トイレに
行ったりごみ箱を触った時などは必
ず手を洗いましょう。

　平成17年に厚生労働省から日本脳炎予防接種が積極
的勧奨を差し控えられ、接種機会を逃した方が今年6
月から接種できるようになりました。対象者は平成7
年6月1日～平成19年4月1日生まれの方（20歳の誕
生日前まで接種可能）で、料金は無料です。

食中毒の症状が現れたら…
　早めに医療機関へ行きましょう。
重症化した場合、死に至ることもあ
りますので軽視は禁物です。

食中毒予防の3原則
○細菌をつけない！
　（洗う・分ける・包む）
○細菌を増やさない！
　（冷凍・冷蔵・室温で長く放置しない）
○細菌をやっつける！
　（中心まで加熱・調理器具の殺菌）

母子健康手
帳で

接種スケジ
ュー

ルがどれに
該当

するか確認
しま

しょう。

標準的な接種スケジュール

室内での熱中症も増えていま
すので注意しましょう。

1期（全3回） 対象：3歳～7歳6か月に至るま
　　　　　　　　　  での間
　　初回接種＝6～28日の間隔をおいて2回
　　追加接種＝初回接種から11～13か月後に1回
2期（全1回） 対象：9歳～13歳に至るまでの間
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平成７年６月１日～平成１９年４月１日生まれの方
スケジュール接種回数対象

６～２８日の間隔をおいて２回。その１１～
１３か月後に１回。
さらに６日～５年後に１回接種する。

４回全く接種して
いない方

６日以上の間隔をおいて２回。
その６日～５年後に１回接種する。３回１回接種した方

６日～５年の間隔をおいて２回接種する。２回２回接種した方

１回接種する。１回３回接種した方

県内登録医療機関に予約し、保護者同伴で接種（母子健康手帳を
持参）してください。


